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第 一 薬 科 大 学 

 

動 物 実 験 指 針 

 

 

（目 的） 

第 １ 条 この指針は、第一薬科大学（以下「本学」という）における教育・ 

研究のために動物実験を計画し、実施する際に遵守すべき事項を示し、科学的

観点からはもとより、動物福祉の観点からの倫理性並びに環境の保全等にも配

慮した適正な実験の実施を図ることを目的とする。 

  

（定 義） 

第 ２ 条 この指針において、次の各号に掲げる用語は、当該各号に定めると 

ころによる。 

 (１) 「動物実験」とは、実験動物を教育、試験研究及び生物学的製剤の 

   製造の用、その他の科学上の利用に供することをいう。 

 (２) 「実験動物」とは、動物実験の利用に供するため、施設で飼育し、又 

   は保管している動物をいう。 

 (３） 「施設」とは、実験動物の飼育若しくは保管又は動物実験を行う施 

   設をいう。 

 (４） 「実験者」とは、動物実験を行う者をいう。 

 (５） 「飼育者」とは、管理者又は実験者の下で実験動物の飼育又は保管 

   に従事する者をいう。 

 

（適用範囲） 

第 ３ 条 この指針は、本学において行われるすべての動物実験に適用する。 

   

（動物実験委員会） 

第 ４ 条 動物実験における倫理上の問題を含め、動物実験指針（以下「指針」 

という。）の適正な運用と動物実験に係わる諸問題等の円滑な解決を図るた 

め、動物実験委員会 （以下「委員会」という。）を設置する。 

２ 委員会は、学部長が推薦した専任教員若干名をもって構成する。 

 (1) 委員長 学部長が推薦した委員がその任にあたる。 

  (2) 委 員  動物実験を計画・実施する研究分野より選出する。 

（薬品作用学研究室、薬物治療学研究室、衛生化学研究室、免疫薬品学研 

究室、薬剤設計学研究室） 

 (3) その他 委員長が必要と認める実験動物の専門家 
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３  委員会は、次の業務をおこなう。 

 (1) 動物実験計画の審査及び承認 

  (2) 動物実験計画の実施結果の把握 

 (3) 飼育者及び実験に従事する職員・学生の教育・訓練に関する事項 

 (4) 実験動物の取り扱い及び管理並びに実験後の処置に関する調整及び統制 

  (5) 施設の整備等に関する事項 

 (6) 実験動物の慰霊等に関する事項 

 (7) その他、本指針の効果を増大させるために必要な事項 

 (8) 基本指針への適合性に関する自己点検・評価 

 (9) 情報公開 

 

４ 委員会の運営に関する事項は、別に定める。 

 

（動物実験計画の立案） 

第 ５ 条 実験者は、実験計画の立案に当って、関係する実験者と相互に調整

するとともに、委員会の審査を経て、有効かつ適正な実験の実施に努めなけ

ればならない。 

２ 実験者は、動物実験の範囲を教育・研究目的に必要な最小限度にとどめる 

ため、代替法の可能性、適正な実験動物の選択及び実験方法の検討を行うと 

ともに、動物実験に必要な環境その他の条件を整備しなければならない。 

３ 実験者は、実験動物の選択に当って、教育・研究目的に適した動物種の選

定、実験成績の精度や再現性を左右する実験動物の最小限の数、遺伝学的・

微生物学的品質及び飼育条件等を考慮しなければならない。  

４ 実験者等が、安全かつ適正な動物実験を実施できるよう、毎年 1 回実験

動物実施者講習会を行う。 

 

（動物実験計画の実施結果の報告） 

第 ６ 条 実験者は、動物実験計画書に基づく実験を終了した場合には、動 

物実験成果報告書を提出しなければならない。 

 

（実験動物の検収及び保管） 

第 ７ 条 実験者は、動物を学内施設に搬入するに当たり、動物の発注条件並 

びに異常・死亡の有無等を確認するとともに、動物の輸送方法及び輸送時間 

等を把握しておかなければならない。 

２ 実験者は、搬入された実験動物について、直ちに飼育に適切な環境下の施

設に保管しなければならない。 

３ 信頼性の高い生産者から購入又は分与する動物の場合は、生産者が添付し 

た微生物モニタリング成績等をもって病気の診断に代えることができる。 
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４ 感染病、非感染病を問わず、健康でない動物を実験に供してはならない。 

  

（実験動物の飼育管理） 

第 ８ 条 実験者は、実験動物の導入時から実験終了までの全期間を通じて、 

動物の状態を子細に観察し、状況に応じた適切な処置を施さなければならな 

い。 

２ 実験者は、実験動物への適切な給餌、給水等の飼育管理に努めなければな 

らない。 

  

（実験操作） 

第 ９ 条 実験者は、目的に適合した適切な保定、麻酔等の手段によって、動 

物に無用な苦痛を与えないよう配慮しなければならない。このため、必要な 

場合には、委員会に判断を求めるものとする。 

２ 実験者は、教育・研究目的に適合した適正な動物実験等を行うために施設 

・設備等を適切に維持・管理しなければならない。 

 

 (実験終了後の処置)  

第１０条 実験者は、実験を終了し、又は中断した実験動物を処置するときは、 

速やかに致死量以上の麻酔薬の投与、頸椎脱臼もしくはその他適切な方法に 

よって、実験動物にできる限り速やかに苦痛から解放するように努めなけれ 

ばならない。 

２ 実験者は、実験動物の死体、糞尿又は悪臭等による人の健康への影響及び

環境汚染の防止に努めなければならない。このため、委員会の統制を受けて

冷凍保存等の処置を行うものとする。 

 

（安全管理等に注意を払う必要のある実験） 

第１１条 物理的若しくは化学的に危険な物質又は病原体等を扱う動物実験を 

実施する場合は、人の安全を確保することはもとより、飼育環境の汚染によ 

り実験動物が障害を受けることのないよう、十分に配慮しなければならない。 

また、施設の周囲の汚染 防止については、特に注意を払わなければならな 

い。 

２ 実験者は，発癌性試験，変異原性試験等に用いられる危険な物質及び人と 

動物共通の感染症、その他安全性が確認されていない物質又は環境有害物質 

を用いる動物実験については、他の動物及び環境の汚染を防止するため、適 

切な措置を講じなければならない。 

３ 実験者は，前項の実験計画の立案に当たっては、関係規則等にしたがうと 

ともに、専門家に助言を求めるとともになければならない。 
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（動物慰霊祭） 

第１２条  実験者等は、貴重な生命を動物実験に捧げてくれた実験動物の霊を 

敬い感謝するために、毎年１回動物慰霊祭を行う。  

 

（基本指針への適合性に関する自己点検・評価） 

第１３条 委員長の議により、基本指針への適合性について自己点検・評価を 

行う。 

 

（情報公開） 

第１４条 動物実験に関する情報は、本学のホームページにて公開する。 

 

（準拠法例） 

第１５条 この指針に定めるもののほか、動物実験に関し必要な事項は、「動 

物の愛護及び管理に関する法律」（昭和４８年法律第１０５号、平成１７年 

６月改正）及び「動物実験に対する社会的理解の促進」（平成１７年６月、

日本学術会議第７部報告）、「実験動物の飼養及び保管等に関する基準」（昭

和５５年総理府告示第６号）又は他に特別の定めがあるものに準拠する。  

  

（指針の改廃） 

 第１６条 この指針の改廃については、委員会の発議を経て、決定する。 

  

 

附 則  

１．この指針は、平成１８年６月１日から施行する。  

 ２．この指針は、平成２１年４月１日から改正施行する。 

 ３．この指針は、平成２２年４月１日から改正施行する。 

 

 

 


